
捕獲箱貸付の手引き 

必ずお読み下さい 

 

(問合せ先)  

名古屋市緑政土木局都市農業課 

名古屋市中区三の丸三丁目 1－1 

名古屋市役所西庁舎５F 

Tel  972-2499 Fax 972-4141 

 

はじめに 

 

いわゆる｢有害鳥獣駆除｣は、野生鳥獣が生活環境を悪化させる場合や農林水産物

などに被害を与える場合に、防鳥網・防護柵の設置、忌避剤･器具の使用、追い払い

等、捕獲以外の方法では被害を防止できないときに、原則として禁止されている野

生鳥獣の捕獲等を、例外として許可を受けて捕獲等をすることができる制度です。 

限定された５９種の野生鳥獣が捕獲申請の対象となりますが、これらのうち、生

息数が多く、被害の大きなカワラバト(ドバト)・ハシボソガラス･ハシブトガラス・

ヌートリア・アライグマ・ハクビシン以外の鳥獣については、環境保全・健全な生

息数維持等の観点から慎重な取扱が求められています。 

許可を受けて捕獲等を実施される方は許可証記載事項を遵守するとともに、動物

愛護法などにも留意し、捕獲実施から捕獲後の鳥獣の処置まで、自らの責任で行な

っていただくことになります。 

 

捕獲箱の貸出 

名古屋市では被害を受けられている方がご自身で捕獲する場合に捕獲箱を貸出し

ています。貸出しの対象となる動物はアライグマ、ハクビシン、ヌートリアです。

この貸出した捕獲箱でアライグマ、ハクビシンが捕獲された場合は市が引き取りま

す。捕獲許可以外の動物がかかったら、対象外となりますので放してください。 

なお、捕獲箱は数に限りがあるのでお待ちいただく場合もあります。 



申請書類の入手（有害鳥獣捕獲許可、捕獲箱貸付） 
近所で合意を取る（町内会長等または３名以上の同意） 

 

書類の申請 （都市農業課あて） 
許可証、捕獲箱の受け渡し（都市農業課または緑区、天白区、守山区、北

区、西区、港区、中川区にお住まい方はそれぞれの区の農政担当窓口） 郵送 または 来庁 
来庁 

捕獲できた 
回 収（許可証・捕獲箱） 回収業者の手配（都市農業課） 

捕獲箱・許可証の返却（貸し出した場所） 捕獲できない 
捕獲箱貸出しの流れ 

電話 
来庁 運搬・管理（借受者） 

捕獲箱が借りたい 
ただし、自宅の庭等、第三者が自由に立ち入ることのできない場所に捕獲箱を設置する場

合は、合意不要 

農業被害を受けている農業者、及び本市関係部局・団体・施設の長による申請の場合も、 

合意不要 

（アライグマ、ハクビシンの場合）＊ 

＊ヌートリアは回収の対象としない 



捕獲箱貸付申請に必要な書類一覧 
 

様式の名称 必要なとき 添付書類 
鳥獣捕獲等許可申請書 

当初の申請のときに提出してくだ

さい。 

捕獲箱を設置

する場所がわ

かる図面 

捕獲箱貸付申請書 
当初の申請のときに提出してくだ

さい。 
 

鳥獣捕獲依頼書 

申請人とは別の人が捕獲を行う場

合に提出してください。 

被害を受けている団体等で代表者

自身が捕獲できない場合に、代表者

に代わり職員等が捕獲する場合に

提出してください。 

 

鳥獣捕獲等許可申請者名

簿 

複数の人が捕獲をする場合に提出

してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

有害動物捕獲箱貸付要領 

 

（目的） 

第 1  この要領は、野生動物による生活環境、農林水産業に係る被害が現に生

じ、又は生じる恐れがある場合に、市が所有する捕獲箱（以下「捕獲箱」と

いう。）を無料で貸付け、被害防止及び軽減を図るために必要な事項を定め

る。 

 

（貸付の対象者及び要件等） 

第 2 捕獲箱の貸付の対象者及び貸付要件等は、別表による。 

 

（対象動物） 

第 3 捕獲対象動物は、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律

（平成 14年法律第 88号。以下「鳥獣保護管理法」という。）で捕獲を認め

られた哺乳類のうち、アライグマとハクビシン、ヌートリアとする。 

 

（貸付の申請） 

第 4 捕獲箱の貸付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、捕獲箱

貸付申請書（様式第 1号）を市長に提出しなければならない。 

 

（貸付の決定） 

第 5 市長は、第 4 の規定による申請があったときは審査を行い、その結果を

申請者に捕獲箱貸付通知書（様式第 2号）により通知する。 

2 貸付の通知を受けた申請者（以下「借受人」という。）は、捕獲箱貸出し

場所にて捕獲箱を受け取る。 

3 貸付期間は１ヶ月とする。 

ただし、貸付期間が２週間を経過しており、他に待機中の貸付申請者が 

いる場合は、市の求めに応じて捕獲箱を返却しなければならない。 

 また捕獲箱に余裕がある場合は、他に待機中の貸付申請者が現われるま

では、有害鳥獣捕獲許可申証の有効期限を限度として、貸付期間を延長す

ることができる。  

 

 

（管理） 

第 6 借受人は、捕獲箱を常に良好な状態で管理し、貸付を受けた目的以外に

使用し、又は他の者に転貸してはならない。 

2  借受人は、捕獲箱を亡失又は損傷したときは、その旨を遅滞なく市長に

届け出るとともに、捕獲箱の亡失又は損傷が借受人の責に帰すべき事由に

よる場合は、借受人がその損害を賠償するものとする。 



3 対象動物が捕獲できたときは、すみやかに都市農業課に連絡するものと

する。 

 

（承認の取消し、変更及び返納命令等） 

第 7 市長は、必要が生じたとき、又は借受人が第 6第 1項の規定に違反したと

きは、貸付の承認を取り消し、又は貸付期間を変更して捕獲箱の返納を命ず

ることができる。 

2 借受人は、貸付期間が満了したとき、又は前項の規定により返納を命ぜら

れたときは、直ちに市長が指定する場所に捕獲箱を返却しなければならない。 

 

 

（返納） 

第 8 市長は、捕獲箱を点検し、不備がないかを確認したうえで、預り証を借受

人に返却する。 

 

 

（事務） 

第 9 この要領に基づく事務は、都市農業課が処理する。 

 

 

（補則） 

第 10 この要領に定めのない事項は、緑政土木局主幹（農業振興）がその都度

定める。 

 

附則 この要領は、平成 16年 12月 1日から施行する。 

 

附則 この要領は、平成 20年 8月 15日から施行する。 

 

附則 この要領は、平成 24年 8月 1日から施行する。 

 

附則 この要領は、平成 26年 4月 1日から施行する。 

 

附則 この要領は、平成 27年 3月 3日から施行する。 

 

附則 この要領は、平成 28年 1月 12日から施行する。 

 

附則 この要領は、令和元年 5月 1日から施行する。 



別 表   

対 象 

下記のいずれかの場合 
・ 町内会長等、地域団体の代表者から申請があった場合 
・ 近隣 3世帯以上の署名による申請の場合 
ただし、自宅の庭等、第三者が自由に立ち入ることのできない場

所に捕獲箱を設置する場合は単独署名による申請 
・ 農作物被害を受けた、農業者及び本市関係部局・団体・施設 
の長から申請があった場合 

条 件 

以下の条件をすべて満たす者 
 
・ 申請者の住所、捕獲場所が名古屋市内であること 
・ 鳥獣保護管理法に基づく有害鳥獣捕獲許可証の交付（手続き中を

含む）を受けていること 
・ 捕獲箱の設置に関して、土地所有者等との合意ができていること 
・ 捕獲に関して、周辺住民と合意ができていること 
  ただし、自宅の庭等、第三者が自由に立ち入ることのできない場
所に捕獲箱を設置する場合は周辺住民の合意不要 

・ 借受人の自己責任で捕獲箱の運搬、管理、餌の入れ替え等が出来

ること 

台 数 1基  

期 間 
貸し出しの日から原則１ヶ月 
ただし、要領第５第３項の例外規定が優先される 

提出書類 
① 有害鳥獣捕獲許可証（借受に際して事前に取得のこと） 
② 捕獲箱貸付申請書（様式第 1号） 

 
捕獲箱の大きさ（主なもの） 
 ①アライグマ・ハクビシン用 
  （長さ）７５cm×（幅）４５cm×（高さ）４５cm （重さ）約１１ｋｇ 
 ②アライグマ・ハクビシン・ヌートリア用 
  （長さ）８２cm×（幅）２６cm×（高さ）３６cm （重さ）約５kg 
 （いずれかの 1基です。希望の捕獲箱になるとは限りません） 
 
 
 


